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総合技術開発プロジェクトで開発（フィニッシャーの自動制御）
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情報化施工とは？

①調査、設計、施工、維持管理という建設生産プロセスのうち「施工」に注目
②各プロセスから得られる電子情報を活用し、高効率・高精度な施工を実現
③施工で得られる電子情報は、他のプロセスでも活用

品質の確保施工の効率化

施工精度の向上

品質データ

機械稼働データ

出来形・出来高データ

監督・検査の確実な実施

測量データ

設計データ

施工と同時に品質・出来形データも
管理・記録

起工測量の効率化

測量情報

設計情報

施工情報

施工スケジュール

出来形情報

機械情報

現場映像
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情報化施工を構成する技術メニューの例

マシンガイダンス（AMG）／マシンコントロール（AMC）
– AMGはブルドーザ、モータグレーダ、バックホウ で実用化
– AMCはブルドーザ、モータグレーダ で実用化
– 丁張りレスで施工→施工の“スピード”と“品質”の両方が向上
– 米国では平坦性向上や工期短縮によるボーナス獲得のための導入例多い。

ローラのパス管理による締固め管理
– 舗装やダムの締固め作業で使用例多い
– 締固めの品質向上、確実な施工管理が可能
– パス管理は、砂置換法、RI法と同様の締固め管理手法として施工管理基準に記載済み
– ローラーにセンサーを搭載して、アスファルト表面温度などを同時に計測する例も

TSを使った出来形管理
– TSによる計測だけでなく、TSに入力した設計値との比較検証も可能
– 河川土工、道路土工に対応した管理要領（案）あり。
– 検査要領にもTSを用いた出来形検査が可能
– 日本独自の技術（完成検査の考え方の違いか？）

振動ローラの加速度応答による締固め管理（Intelligent Compaction）
– 日米で研究が進められている。
– FHWA（米）が主導し、１２州で○○のためのプロジェクトが進められている。
– 米国では密度向上によるボーナス獲得のため、施工企業の施工管理への導入事例あり

3D-CADを用いた設計及び施工管理
– 建築分野での導入例多い。
– 日本では、CALS/ECの取り組みとして設計の３次元化が進められる（予定）
– Mn/DOT（ミネソタ州交通局）では、道路設計の○割が3D-CADで作成。AMG/AMCを導入す

る施工企業に3D設計データの提供も
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AMC：排土板の高さ・勾配を設計面どおりに自動制御

AMG：排土板の高さ・勾配と設計面との差をオペレータにガイド

AMC：排土板の高さ・勾配を設計面どおりに自動制御

AMG：排土板の高さ・勾配と設計面との差をオペレータにガイド

デジタル
設計データ

設計面
現地形

GPS方式GPS方式

XYZXYZ

マシンガイダンス(AMG)・マシンコントロール(AMC)のしくみ

TS（トータルステーション）方式TS（トータルステーション）方式
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トータルステーション

距離と角度を測る

利用用途としては、工事計画、施工や、面積、地図作成など。
距離と角度が同時に測れることにより、座標が必要な作業が簡便になった。

セオドライトEDM（光波距離計）

角度を測る距離を測る

ＴＳ（トータルステーション）とは？



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

ＭＬＩＴ

8

LPS MC/MG
(光学測量機器)

GNSS MC/MG
（人工衛星）

Local Positioning System Global Navigation Satellite  
System

〈特 徴〉

・精密な測位

・制御情報の伝達

・測量機器としても活用

・有効半径の制限

・１対１制御

・天候による使用制限

〈特 徴〉

・単独での測位

・複数機器での運用

・現場間のデータ共有

・測量精度の限界

・衛星状態による制限

・外国衛星頼み

・基地局の設置必要

測位方法の種類
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マシンコントロール (Grader)
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マシンコントロール (Dozer)
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バックホウのマシンガイダンスシステムのしくみ

コントロールボックス

ライトバー
チルトセンサー

MS990
アンテナ一体型 GPS受信機

ピッチセンサ
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GPSGPS

GPSGPS

Control BoxControl Box

Tilt sensorTilt sensor

マシンガイダンス (Excavator)
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マシンガイダンス画面の例
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マシンガイダンス 重機シュミレーションの事例

Site Vision Office
三次元設計データ変換ソフト

重機シュミレーション確認
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ＮＹ州のとある工事現場のオフィス
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マシンコントロール・マシンガイダンス導入のメリット

杭（丁張り）の削減
安定した施工品質の確保
人的作業ミスの削減
熟練不要
施工スピードの向上
材料（コスト）の削減
複雑な地形も簡単な地形と同じ時間で施工可能
夜間作業など視認性が悪い現場での作業性向上
安全性の向上（検測作業の減少による接触事故防止）
検査工程の削減
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私でも出来る！
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現行路盤整形作業時の確認作業

丁張りとの高低差を確認

路盤整形→仮転圧の繰り返し

路盤の整形精度が表面の平坦性に影響

平坦な路盤はアスファルト合材の節約につながる

高さをcm単位で
指示・調整

人と機械の近接作業

従来の施工方法
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高効率・高精度な施工が実現するしくみ（ＡＭＣの例）

完

了

従
来
方
法

情
報
化
施
工

不要 不要 不要

丁
張
り
設
置

施

工

検
測

品
質
・
出
来
形
管
理

不要

設
計
図
か
ら
座
標
計
算

測
量

設計図から座標計算 測量の実施 丁張り設置 丁張りに合わせて施工 検測を繰り返して整形 品質・出来形管理

排土板の自動制御で
往復回数も減少！
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許容値からの逸脱？

許容値からの逸脱？

指定検測位置 検測位置 指定検測位置

許容値の巾

指定検測位置 指定検測位置

許容値の巾
制御データピッチ

従来の仕上り面と許容値の関係

3D-MCによる仕上り面と許容値の関係

マシンコントロールによる高精度な施工
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マシンガイダンスシステムの導入事例 １／２

河川土工の堤防盛土工事

・切り出し位置の確認が容易
・法勾配の丁張りが不要
・検測作業の削減により作業効率

や安全性の向上
・設計変更にも迅速に対応可能

浚渫工事

・目視出来ない作業でも
バケットの状態をリアルタ
イムにかつ正確に把握

・設計通りの浚渫作業可能
・耐水、耐振動により破砕

ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄでの作業も可能
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マシンガイダンスシステムの導入事例 ２／２

無人化施工工事

・コントロールボックスの画面を
遠隔操作室のモニターに表示し、
リモコンで作業

・品質・出来形管理の精度の向上
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締固め管理方法の一つとして利用可能

03年に国土交通省より管理要領（案）を発表

回数管理により、現場での密度計測不要

点的な管理から面的な品質管理へ

TS・GPSによる盛土締固め管理
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TS・GPSを利用した盛土締固め管理

1辺0.25m又は0.50m

GPS又は自動
追尾TS用ミラー

転圧ローラーの位置を計測し、転圧した回数を管理することにより
面的に品質管理を行うシステム
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出来形計測

（出来形計測情報成）

基本設
計情報

出来形帳票
作成

データコレクタ

または電子野帳

トータルステ
ーション

基本設計情報
作成

出来形計測情報

出来形管理用ＴＳ

基本設計情報

パソコン
（設計情報入出力
プログラム）

出来形帳票

施 工設 計

パソコン
（出来形帳票作成ソフト）

出来形帳票情報

ＴＳを利用した出来形管理システム
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断面毎に計測
移動を行う

計測線上を移動しなが
ら計測

ＴＳ

迅速に！

省力化！

従来方法との比較
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情報化施工に
関するISＯ委員会
（TC127SC3WG5）

情報化施工に
関するISＯ委員会
（TC127SC3WG5）

建設機械ＷＧ建設機械ＷＧ

河川土工（築堤）河川土工（築堤）

ダム（堤体工）ダム（堤体工）

道路土工（盛土）道路土工（盛土）

（官主体）

（産主体）

（産学官）

(社)日本建設機械化協会
情報化施工委員会

舗装工舗装工

基準・制度ＷＧ基準・制度ＷＧ

情報化施工推進会議情報化施工推進会議

【委員長：建山和由（立命館大学）】

【主査：岩立忠夫（国土交通省）】

【主査：福川光男（（社)日本建設機械化協会情報化施工委員長）】

連携

連携

各基準類
策定団体
等と連携
を図る。 規格検討ＷＧ 連携

ＩＣＴ施工研修会ＷＧ

検討体制
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情報化施工の導入により期待できる効果

生産効率の向上 効率的な施工（工期短縮・省エネルギー化）

熟練技術者・技能者の不足
（人口減少・小子高齢化への対応）

施工現場の安全確保

地球温暖化問題

熟練オペレータと同等以上の施工精度
（自動制御）

建設機械の事故の減少

技術競争力の強化（品質向上・工期短縮）

燃料や資材の使用量を削減（精密施工）

国内外における競争

確実な品質チェック（施工データの活用）
発注環境の変化と品質確認
の重要性の高まり

カルテに基づく管理（施工データの活用）
社会資本の補修・維持管理費
の増大

建設施工を取り巻く課題 情報化施工により期待できる効果
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施工を取り巻く状況の変化施工のＩＣＴに関する取組み建設事業を取り巻く課題

情報化施工推進の背景

情報化施工のビジョン策定

一部実用化してはいるものの、
国内では普及には至っていない

ＩＣＴの進展と
イノベーションの推進

発注環境の変化

熟練技術者・技能者の不足

（H13.3）

建設施工のイノベーションを実現する情報化施工の戦略的な普及方策が必要

（現状）

・技術開発
・試験施工
・施工管理基準類の
整備

生産効率の向上

施工現場の安全確保

地球温暖化問題（CO2削減）

・一般競争入札、総合評価方式等

国内外における競争力の向上
・特に土工、舗装工等で普及

品質確認の重要性の高まり
・品確法、施工プロセス検査等

・国土交通省ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ推進大綱

社会資本の補修・
維持管理費の増大

第６章 推進戦略の実行体制とフォローアップ

第５章 重点目標とロードマップ

第２章 情報化施工技術と普及のメリット

情報化施工推進戦略の構成

第４章 情報化施工の普及に向けた課題と対応方針

第３章 情報化施工を巡る国内外の動向
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●施工環境に関する理由

・施工規模が小さく、導入コストに見合わない

・工期短縮・品質向上が施工業者の直接的なメリットにつながらない
（海外では報奨金制度等あり）

・従来方法でも施工が可能なため、導入意欲につながらない

・情報化施工の効果が広く浸透していない

●業界環境に関する理由

・ゼネコン（元請）は建設機械を直接保有していないため導入意欲につながらない

・専門工事業者（下請）は最新機器を導入して効率を上げても利益が増えない

●発注環境に関する理由

・性能発注が浸透していないため、施工管理を合理化しても監督・検査は従来どおり

・測量・設計の３次元データ化が進んでおらず、測量・設計データがそのまま施工に使えない

●機材に関する理由

・イニシャルコストが高い（例：グレーダの情報化施工機器として＋約10～15百万円）

・レンタルの建設機械に搭載されないと活用が広がらない

・情報化施工機器を扱える技術者が不足

なぜ、日本では情報化施工が本格的に普及しないのか？

＜業界ヒアリング＞
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ID:DOZER03

事務所 施工現場

情報化施工の普及によるメリット

建設現場のイメージが変わ
ります

迅速かつ柔軟な技術者判断を
支援します

求める出来形・品質が実現してい
るかどうか確実に確認できます

設 計

施 工

維持管理

工事期間をより短くできます

CO2の発生量を抑えます

請負者

設計データ

熟練者不足にも対応できます

技術競争力が強化できます。

高付加価値の
商品市場が拡大

します

建設機械メーカ
測量機器メーカ

道路管理者

工事発注者

工事発注者

施工データ

効率的・効果的な管理
を支援します

工事発注者

施工精度の向上によ
って設計のスリム化
が期待できます

確実で安心できる品質を提供します

国民

現場作業員

工事現場の安全性が向上します

現場作業の効率化（工期短縮・省人化）を実現します
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国内の動向

国土交通省における関連施策

ア 情報化施工のビジョン－21世紀の建設現場を支える情報化施工－ （2001）
情報化施工の実現に向けた提言がとりまとめられ、各種の試行工事が展開。

事例１：TS・GPSを用いた盛土の情報化施工締固め管理要領（案）
事例２：施工管理データを搭載したTSを用いた出来形管理要領（案）

イ ＩＣＴが変える、私たちの暮らし～国土交通分野イノベーション推進大綱～（2007）
国土交通分野の将来像と今後の戦略、「社会資本整備・管理の効率化・生産性の向上」観点
から情報化を推進等

ウ 国土交通省ＣＡＬＳ／ＥＣアクションプログラム
施工における設計情報の活用や維持管理への施工情報の提供等

国内の導入事例

ア ロボット等によるＩＴ施工システムの開発（2003～2007）
ＩＴとロボット技術を活用した油圧ショベル等の開発

イ 建設技術研究開発助成制度（2008）
「建設生産システムの生産性向上に関する技術開発」等
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推進計画（米国）

ア Intelligent Compaction Strategic Plan （FHWA：2005）
振動ローラの振動自動制御による品質の向上と管理を推進
ばらつきの評価方法とAASHTOにおける標準的な施工手順としての登録（～08.5）
土、粒状路盤、As、コンクリートについてAASHTOの施工仕様書として完成（～09.5）

イ Autometed Machine Guidanceの普及プロジェクト （AASHTO：2007）
広報、技術指導、教育体制の確立、地形データ・設計データの有効活用や標準策定 等

海外の導入事例

米国

グレーダの約3割、ブルドーザの約1割がマシンコントロール可能
※年間販売台数に対する割合

欧州その他

東欧 ：ＥＵ新規加入諸国で大規模プロジェクトが増加
北欧 ：極夜などの厳しい環境条件
フランスやドイツ ：従来の点的な施工管理から面的な施工管理の導入
アルジェリア ：日本企業連合が総合評価方式の国際競争で受注

海外の動向
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情報化施工の普及に向けた課題①

工事発注者

課題１ 施工管理要領やマニュアルの整備

課題２ 情報化施工に対応した新たな施工管理手法及び規格値

課題３ 施工管理、監督・検査の合理化

課題４ 監督・検査体制の検討

課題１ 施工管理要領やマニュアルの整備

課題２ 情報化施工に対応した新たな施工管理手法及び規格値

課題３ 施工管理、監督・検査の合理化

課題４ 監督・検査体制の検討

①施工管理手法および監督・
検査の情報化施工への対応

課題５ 発注者にとって有用な施工管理データの考え方の検討

課題６ 受発注者間での共有データの取り扱いルールの構築

課題５課題５ 発注者にとって有用な施工管理データの考え方の検討発注者にとって有用な施工管理データの考え方の検討

課題６課題６ 受発注者間での共有データの取り扱いルールの構築受発注者間での共有データの取り扱いルールの構築

②施工管理データの受発注者
間の共有

課題７ 各種の情報化施工技術の品質・コスト評価

課題８ 情報化施工に適した条件の整理

課題９ 施工効率（生産性）の評価

課題７課題７ 各種の各種の情報化情報化施工技術の品質・コスト評価施工技術の品質・コスト評価

課題８課題８ 情報化施工に適した条件の整理情報化施工に適した条件の整理

課題９課題９ 施工効率（生産性）の評価施工効率（生産性）の評価

③総合評価方式における技術
提案に対する適正な評価

課題１０ 新たな土の締固め基準の研究

課題１１ 施工精度の向上による新たな舗装基準の研究

課題１２ ダム施工における施工余裕率低減に関する研究

課題１０課題１０ 新たな土の締固め基準の研究新たな土の締固め基準の研究

課題１１課題１１ 施工精度の向上による新たな舗装基準の研究施工精度の向上による新たな舗装基準の研究

課題１２課題１２ ダム施工における施工余裕率低減に関する研究ダム施工における施工余裕率低減に関する研究

④情報化施工を前提とした設
計基準の見直し

課題１３ 建設機械への入力用設計データ作成の合理化課題１３課題１３ 建設機械への入力用設計データ作成の合理化建設機械への入力用設計データ作成の合理化⑤情報化施工に必要な３次元
データ作成における設計業
務との連携

課題１４ 出来高部分払いへの応用

課題１５ 道路土工と舗装工の出来形データの連携

課題１６ 施工データの維持管理への活用方策の調査・研究

課題１４ 出来高部分払いへの応用

課題１５ 道路土工と舗装工の出来形データの連携

課題１６ 施工データの維持管理への活用方策の調査・研究
⑥施工データの有効活用
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情報化施工の普及に向けた課題②

施工企業等

課題１７ 技術情報の収集・整理

課題１８ 海外事例の調査

課題１９ 用語の定義・統一

課題１７課題１７ 技術情報の収集・整理技術情報の収集・整理

課題１８課題１８ 海外事例の調査海外事例の調査

課題１９課題１９ 用語の定義・統一用語の定義・統一

① 分かりやすい技術情報の提供

課題２０ 情報化施工に対する建設機械の普及促進

課題２１ ユーザが容易に調達できる環境の整備

課題２０課題２０ 情報化施工に対する建設機械の普及促進情報化施工に対する建設機械の普及促進

課題２１課題２１ ユーザが容易に調達できる環境の整備ユーザが容易に調達できる環境の整備

② ハード・ソフトの普及促進

共通

課題２２ 研修内容の整理

課題２３ 研修体制の確立

課題２４ 資格制度の創設に向けた検討

課題２２課題２２ 研修内容の整理研修内容の整理

課題２３課題２３ 研修体制の確立研修体制の確立

課題２４課題２４ 資格制度の創設に向けた検討資格制度の創設に向けた検討

① 技術者の育成

② 標準化の推進 課題２５ 標準化（国際規格、国内規格、業界規格）の推進

課題２６ データ交換標準の運用体制の整備

課題２５課題２５ 標準化（国際規格、国内規格、業界規格）の推進標準化（国際規格、国内規格、業界規格）の推進

課題２６課題２６ データ交換標準の運用体制の整備データ交換標準の運用体制の整備

③ 普及のための情報発信 課題２７ 情報発信の強化

課題２８ 情報化施工の導入現場の公開

課題２７課題２７ 情報発信の強化情報発信の強化

課題２８課題２８ 情報化施工の導入現場の公開情報化施工の導入現場の公開
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情報化施工推進の重点目標

① 情報化施工の普及に関する重点目標

直轄の道路土工、舗装工、河川土工の各工事について、大規模の工事では2010
年度までに、中・小規模の工事では2012年度までに、情報化施工を標準的な施工・
施工管理方法として位置づける。

②機器・システムの普及に関する重点目標

情報化施工機器を容易に装着できるオプション設定機種の拡大する。さらに、重点
目標①の実現のために必要となる情報化施工機器を搭載した建設機械（ブルドーザ、
グレーダ、油圧ショベル）の普及を図る。

③人材育成に関する重点目標

重点目標①の実現のために必要となる情報化施工機器・システムに対応できる人
材を育成する。（2012年度までに1,000人以上）



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

ＭＬＩＴ

37

ロードマップ

試験施工による適用の拡大・検証 総合評価方式等
による適用の拡大

情報化施工機器・シ
ステムの普及

情報化施工に対応した監督・検査

３次元設計デ
ータの利用

受発注者間での
施工管理データの共有

情報化施工の導入効果を定量化

情
報
化
施
工
を
標
準
的
な
工
法
と
し
て
普
及
・定
着
さ
せ
る

アタッチメント等の標準化

データの標準化
多様な情報化施工

機器の組合せ

技術者の育成 技術者の確保

情報化施工推進戦略 目指す目標
（2025年）

情報化施工
のメリット

2012年-2008年-2012年

人口減少・
少子高齢化社会

への対応

社会資本の
効率的な維持管理

低炭素社会の実現

質の高い社会資本
を安価に提供

技術競争力の強化

確実な品質確保

作業効率化・工期
短縮

ＣＯ２発生量の抑制

施工データによる効率
的・効果的な管理の支
援

設計のスリム化

高付加価値商品の
市場拡大

建設現場のイメージ
改善

熟練技術者不足へ
の対応

安全性の向上

グローバル化
への対応

コスト縮減

建設施工の自動化・オ
ートメーション化

コンカレント
エンジニアリング

技術力の適正
な評価

情報化施工機器の
小型化

情報流通のスピードア
ップによるリードタイム
短縮

地球規模の
資源問題への対応
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最後に

• 情報化施工は建設の生産革命

• ＣＡＬＳ／ＥＣと連携し、施工プロセス全体の
情報共有・利活用へ

• 普及に向けた取り組みを進行中

– ルールを変える

– ツールを増やす

– 技術者を育てる


